










私事 なが ら、本年4月 より他大学へ転出するために、本号をもって編集委員の任 を辞するこ
とにな りました。振 り返ってみると、私 と 「低温センターだよ り」 との関わ りは、私が まだ大
学院修士課程 に在籍 していた頃に、長谷田泰一郎教授(現 名誉教授)か ら、低温 センターだよ
りNo.50記念号に原稿 の執筆 を依頼 されたのが始 まりで、以来ユ7年が過 ぎようとしてい ます。
その特集号 は 「低温 の将来についての夢 を語 る」 とい う企画で、 タイ トル もその ものズバ リ
「The夢」で した。当時、長谷田先生 の低温 に関する大学院の講義に出席 していた数名(?)
に原稿執筆の白羽の矢が立 ったのですが、何 しろ低温研究の動向も知 らない素人だった私 は、
原稿を書 くのに四苦八苦 した記憶があ ります。
今、同 じテーマで原稿 を書けといわれて も、相変わ らず四苦八苦す ることで しょうが、何年
か にわたって編集委員 を務めたことによって、節 目節 目で将来展望を試みることの意義は、以
前 より理解で きるようになった気が します。今後 も低温セ ンターだよりの誌面が、夢多 き原稿
で飾 られることを願 ってやみません。編集委員ならびに原稿執筆者の皆様、今後 とも何卒 よろ
しくお願い致 します。私 も 「○○オリジナル」の気概 を忘れることな く、仕事 を続けていきた
いと思います。(白 井正文)
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ヘ リウム液化装置更新 について(豊 中分室)
平成13年度寒剤供給状況
?
??
?
?
?
お知 らせ
23、
26、
表紙説明 金結晶表面の電子顕微鏡像原子架橋の動的観察。
